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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること
＜外来より情報提供＞

· 横町　浩様～かかと割れがあり、軟膏処方している。

· 種本　サハ様～疲れると足の調子が良くないが、ラミシール液をつけると良くなるとの事。当院で

はラシミール液を処方していないため、日赤受診を勧める。また、「左耳外側にじくじく感がある」との訴えあり、日赤受診時に合わせて見てもらうこと勧めている。

· 田澤　勝敏様～肺炎はほぼ治っているとの説明あり。

· 関　秀治様～先月の花見と今週末の種差海岸遠足についての話をしている。行事には積極的に参加

したいと話される。

· 川口　律子様～「本日生理あったことにより体調が良くなった」と話されている。

· 北嶋　剛様～「調子は良くなってきています」と話されている。

· 関口　禅様～以前から痛かった右肩のほか、左肩も痛くなってきたとのこと。湿布は使用せずに、

　　出来るだけ運動で動かすようにと主治医から説明あり。

· 巴　勇樹様～表情良くなってきたと主治医より声を掛けられ「はい」と返事をされている。

· 大釜　久直様～デイケアでは話す人がいないが、デイケアに来た方が調子は良いとの事で、主治医

から通所を続けるよう説明ある。

＜連絡事項＞

· 看護課課内研修は本日まで。まだ参加していないスタッフは必ず参加のこと。

· 5月18日（水）10時半より我満　奈津紀様、5月19日（木）11時より戸賀沢　潔様のケア会議を開催する予定である。

＜ケア会議報告＞　

【日時】平成17年5月12日（木）16：00～

【対象者】デイケア　清川　厚子様(50)　　統合失調症

【現状】家では寝てばかりいることが多く、頭部白癬もひどい状態である。当院退院後はデイケア、訪問看護で対応するも、欠席、居留守により対応拒否されることが多い。

【問題点】頭部白癬

【対応策】頭部白癬の改善を目指した対応

1 13日の訪問看護時スタッフが、夫から本人様へ外来受診時（5月17日）に皮膚科受診を勧めていただくように伝える。

2 17日の外来受診時、主治医より本人様へ皮膚科への紹介状を作成し渡す。

3 病院スタッフが皮膚科受診に付き添う（デイケアスタッフまたは訪問看護スタッフを予定）

4 夫に自宅浴槽の修繕を提案する。（頭部白癬改善には定期的な入浴が望ましいが、現在自宅浴槽が故障しているとのことで定期的な入浴が困難な状態であるため）

【その他】本人様には外来受診、服薬、デイケア通所を守っていただくようスタッフより説明を行い、理解していただく事となった。来週以降もスタッフ会議を開催し、検討を継続する事となった。

＜就労前準備プログラム　第一回実施報告＞

【日時】5月13日（金）　11：00－12：00

【出席者】中村　与一郎様、清水　秋男様（以上デイナイトケアメンバー）、関口　禅様、下村　藤江様、巴　勇樹様、大久保　康弘様、川口　八寿子様、我満　奈津紀様、関　秀治様、佐藤　朗子様、中村　鶴子様、田名部　一樹様、鈴木　恵美子様、中居　松男様（以上デイケアメンバー）　計14名

＊この他、本日出席できなかった番沢　政勝様の代理として青山荘スタッフ1名が参加

【実施内容】

1 プログラムの説明

(1) 対象者は、将来的に就労を希望している方とする。

(2) プログラム参加の条件として、（1）定期通所できていること、（2）デイケアのルール（遅刻、欠席時の連絡、服装等）を守って頂いていること、（3）デイケア内での人間関係を円滑に行えている事、等を確認する。

(3) プログラムは、3ヶ月を1クールとして毎週金曜日に実施する。第二回目に導入面接を行い、普段の通所状況等の振り返りを含めて参加者を決定する。途中で参加が困難である場合にはスタッフと相談して中断することも可能であること、導入面接の結果参加をお断りする場合もあることを説明した。

2 質疑応答

職親制度、精神障害者の具体的な就労先、プログラムへの参加条件について　等

3 次回以降の参加希望者確認

上記出席者のうち、中村　与一郎様、関口　禅様、下村　藤江様、巴　勇樹様、大久保　康弘様、川口　八寿子様、我満　奈津紀様、関　秀治様、佐藤　朗子様、中村　鶴子様、田名部　一樹様の11名が参加希望。番沢　政勝様については青山荘スタッフが本人様に内容を伝え、参加の有無を確認。

【その他】

本プログラムはあくまで就労前の準備段階としてのプログラムであり、プログラム終了後に就労が約束されるものではないことを利用者様に説明した。

＜事故報告＞

デイナイトケア　岩城　敏夫様

【日時】5月12日（木）18:40　レストランにて

【状況】下膳後他利用者様との歓談中、椅子に浅く腰をかけたまま後ろに傾けた際に椅子から落ちて尻もちをついた。

【原因】以前から椅子の座り方について見守りと声掛けを必要としていた利用者様であるのに、スタッフが本人様の見守りを怠っていた。

【今後の対応について】プログラムならびに食事開始前には、深く座っていただくように説明する。それでもなお、椅子に浅く腰をかけている場合には、その時点ですぐに気づき、椅子に浅く腰掛ける事は危険であるので、深く座りなおしていただくように声を掛ける。




















































